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70才の挑戦
「富士スピードウエイEco Car Cupに参加して」

エフビーオートメ株式会社
代表取締役 平野　富義

Ｓ氏とＭ氏がこそこそ話をしている。どうもカ
ーレースに参加する話のようだ。やはり平野にも
一応話をしなければということになったようだ。
どうせ私に話をしても参加しないという返事が返
ってくると考えたのであろう。よく話を聞いてみ
ると富士スピードウエイで行われるハイブリッド
カーだけのEco Car Cupに参加するという。当然
平野からは参加しないという返事が返ってくると
考え声を掛けたが是非参加したいという返事が返
ってきたものだからさぞ驚いたことであろう、厄
介なことになった。あんな年寄りに参加され足を
引っ張られては楽しいはずのレースが楽しくなく
なると悩んだに違いない。
私はプリウスが発売された当時、レンタカー
で何度か乗ったことがあるものの、ここ10年ほ
どは縁遠かった。最初にこのEco Car Cupに参加
したのは昨年だった。４月にショートコース、
８月にメインコース、11月にまたショートコー
スと年３回のトライであった。レース当日の練
習時、Ｍ氏がドライバーで私がナビ席に乗りカ
ーブを二つ三つ通過したとき、フーとして失神
しそうになった。かなりのスピードでカーブを
通過するので身体にＧがかかり気分が悪くなっ
た。もう今日はとてもレースどころではないと
思ったがコースを１周した頃から気分が落ち着
き慣れてきたせいか平常心に戻ってきた。そう
なると走ることに興味が出てきてコースの走り
方をＭ氏から真剣に教えてもらった。
いよいよレース開始となった。何としても、
あの年寄りのために足を引っ張られたと言われ
ないことだけに神経を費やした。いくつかのス
テージがあり、あるステージではグリッドスタ
ートのグリッド位置を決定するためのレースが
あり、Ｍ氏が一人で走りきり１位になった。次
のステージでは当然グリッド１番からのスター
トである。トップドライバーを誰にするかとい
うことになった。どういう訳か私がトップドラ
イバーになった。これは大変、トップでスター
トしたが何台も追い抜かれ最下位になって交代

したのでは何を言われるかわからない。そのこ
とが頭から離れない。何としてもそのまま１位
でバトンタッチしたいと考えた。そのためには
絶対追い抜かれないという決意で走ることとし
た。必死で走った。カーブもそこそこのスピー
ドで通過し見事トップをキープしてピットイン
し、セカンドドライバーにバトンタッチした。
やれやれという気持ちであった。
メインの決勝２時間耐久レースではビデオ撮

りをするから私にスーツとネクタイ姿で乗れと
いう指示が総監督から出た。８月の一番暑い季
節に、Eco Car Cup故、窓を閉め（レースの規定
で）しかもエアコンを切っての走行、当然汗だ
くのドライブであった。しかも車内撮影のため
ダッシュボード右角にカメラを取り付けたため
に右フロントが見えにくく走りにくかった。全
プログラムを終え表彰式にうつった。
秋に３回目のレースに参加したことは言うま

でもない。今年も８月５日のレースに参加する
ことになった。実は私は６月15日、日防設に来
ていたとき心筋梗塞を患い医者の反対を振り切
って大阪まで帰り即入院、CCUで１日、ICUで
２日そのあと救急病棟、一般病棟へと移り２回
のカテーテル手術を受け約１ヶ月強入院し７月
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21日に退院できた。入院中もずーっとEco Car
Cupのことが気になり退院前主治医にEco Car
Cupに出ても良いかと尋ねた。過酷な耐久レース
でなかったら構わないとのことだった。退院か
らレースまで約２週間しかないが果たして走れ
るかがとても心配だった。会場で体調が悪い場
合は出場しないことを仲間に了承してもらい参
加した。前日の８月４日が練習日だった。
今回はＮ氏のLEXUS450hでの参加だった。Ｎ
氏は福山からの参加だった。大阪まで彼が運転、
大阪からは今回初参加のＩ氏と私が交代で運転
することとした。病み上がりの私は少しである
が運転、問題は無さそうだ。結局ほとんどＩ氏
が運転することと成った。Ｉ氏は学生時代ラリ
ー競技をしていたこともありナビゲータの経験
を活かし富士スピードウエイのコースをネット
で攻略しつくしコースの攻め方を綿密に研究し
てきてくれた。そのお陰で随分助かった。

走行前、主催者側から指定された車の位置にコ
マーシャルシールを貼り付け、さらに日防設、
RBSS制度、総合防犯士会、Ｎ氏社製製品、その
他のシールを、ところ狭しと張り巡らした。レー
ス前、場内中継放送のためのアナウンサーがイン
タビューに来た。Ｎ氏と同郷でＮ氏と同じ名字だ
ったことから随分打ち解けたインタビューになっ
た。しかも彼の勤務地が浜松町の文化放送とのこ
とで日防設のすぐ傍でもあった。今回の車はエン
ジンの排気量が大きいためガソリンの消費量の少
なさを競う（一番得点が高い）のは、はなから諦
めスピードを楽しむこととなった。お陰でスピー
ドの順位は出場車56台中６位に入った。初参加の
ドライバー２人と70才のドライバーと３人にして
は上出来である。また、このクラスの出場車両は
我々の車１台だったので、クラス優勝も獲得した。
表彰台に上った際、例のNアナウンサーが今日出

場のドライバーの中で70才以上のドライバーがい
るか確認したところ私一人だった。故に私が最高
齢のドライバーであることが証明された。インタ
ビューで来年も最高齢を更新するために参ります
と答え笑いを誘った。昨年Ｓ氏のプリウスEXP、
今年はLEXUS450hと２年続いて出場でき大変楽
しかった。
特に私は今年６月、大病を患い退院後２週間

での出場となったが完走できチームメイトに迷
惑をかけることなく終えられたことが大変良か
った。前日の練習時、何といっても我がチーム
で唯一の経験者である私がコースを走って見せ
ることになった。昨年の経験を活かし、コース
をそこそこのスピードで走って見せた。オーナ
ーのＮ氏が気分が悪くなり乗り物酔いをしたよ
うだ。Ｉ氏調査のデータ通りのタイムでカーブ
を通過する練習をドライバーチェンジしながら
行った。その際、私の体調も問題なさそうなの
で当日レースに出場することとした。ただただ
チームメイトに迷惑をかけないことで必死だっ
たが決して足を引っ張ることは無かったと思っ
ている。

話は大きく変わるが私は防犯設備士制度が始
まる前から事業に携わっている関係で、資格認
定時の養成講習講師を第１回目から担当してい
る。この養成講習もこの11月第80回目を数えた。
この間一度も休まず連続で第80回まで続けてき
たのは私一人になってしまった。この上は、あ
と20回、すなわち連続第100回まで講師を続けた
いと考えている。そのためにも充分体調管理に
努めEco Car Cup出場と講師活動を是非続けてい
きたい。車一杯張り巡らしたシール

左からＩ氏、平野、Ｎ氏
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